
学校番号 T1204 

平成 31(2019)年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「社会と情報」 （東京書籍） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実習を主とし、タイピングの反復練習などで基礎的な技能の向上を図る。 

・実例をあげて、情報化による問題点について考え、情報モラルの育成を図る。 

・ネットワークについて理解を深め、利用方法やルール等について理解する。 

・情報の表現と伝達手段として、プレゼンテーション実習を行う。 

・情報システムが社会へ与える光と影を認識し、正しい情報モラルを身につける。 

 

２ 学習の到達目標 

 情報機器や情報通信ネットワークを適切に活用して情報を収集、処理、表現するための基礎的な

知識と技能を習得させる。情報化が社会に及ぼす影響を理解し、情報社会に積極的に参画する態度

を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化

が社会に果たす役割

や及ぼす影響に関心

をもち、身の回りの問

題を解決するために、

情報機器や情報通信

ネットワークを活用

し、情報社会に積極的

に参画しようとする。 

情報や情報社会にお

ける身の回りの問題

を解決するために、情

報の特徴と情報化が

社会に及ぼす影響に

ついて、思考を深め、

適切に判断し表現し

ている。 

情報機器や情報通信

ネットワークなどを

適切に活用して情報

を収集、処理、表現

するための技能を身

に付け、効果的にコ

ミュニケーションを

行っている。 

情報機器の基本的な

技術や用語の知識が

身に付いており、情

報社会における情報

の特徴と情報化が社

会に果たす役割と及

ぼす影響を理解して

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリントの記述 

実習への取組 

相互評価・自己評価 

 

学習状況の観察 

プリントの記述 

発表課題の資料作成 

定期考査の結果 

自己評価・相互評価 

学習状況の観察 

実技課題 

発表 

実技テスト 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み 

・ネットワークの仕組み 

 校内と校外のネットワーク 

 

・コンピュータの基本操作 

 タイピング、ビジネス文書 

 ポスター作成 

 

・共有フォルダ等の利用方法 

・電子メールの利用とマナー 

・ネットワークの仕組み 

・サイバー犯罪の現状と対処法 

○ ○   a:インターネットの接続につ

いて関心を持っている。 

b:インターネットでトラブル

があった場合の対処法を理解

できる。 

c:身近なインターネット環境

の接続についてその様子を説

明できる。 

d:インターネットの接続には

技術やルールが必要であるこ

とが理解できる。 

プリント記述 

学習状況の

観察 

定期考査 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用 

後
期 

・ネットワークとコミュニケーション 

 個人情報 

 ＳＮＳの利用法 

  

 

 

 

○ ○  ○ a:コミュニケーションについ

て関心がある。 

b:匿名のコミュニケーション

やＳＮＳのルールやマナーを

考えることが出来る。 

c:ＳＮＳでの自己表現ができ

る。 

d:コミュニケーションやＳＮ

Ｓの利点と欠点が理解できる。 

プリント記述 

学習状況の

観察 

定期考査 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・データの入力や関数 

 計算 

 グラフ作成 

 

 

 

 

 

 

 ○ ○  a:表計算ソフトウェアの基本

操作について理解している。 

b:ワークシートの数式や書式

について積極的に考えている。 

c:得られた情報を分かりやす

く表現することができる。 

d:表計算ソフトの数式につい

て理解し、データの加工なども

行える。 

プリント記述 

学習状況の

観察 

実技テスト 

 

・プレゼンテーション実習 

 ソフトの操作方法 

 調べ学習 

 発表 

○  ○ ○ a:プレゼンテーションを行う

姿勢が身に付いている。 

b:発表するための効果的な道

具であることを理解している。 

c:自分の意見を聞き手の状況

や反応を意識して発表できる。 

d:ＩＣＴを活用してプレゼン

テーションする際の基本的な

態度や方法を理解している。 

プリント記述 

学習状況の

観察 

自己評価・

相互評価 

発表課題の

資料作成 

発表 



・著作権法・複製権 

 

○ ○  ○ a:著作権の目的やその内容に

関心がある。 

b:著作権の目的と自分の活動

の関連を理解できる。 

c:著作権に合った引用を行う

ことができる。 

d:著作権の目的や内容を理解

している。 

プリント記述 

学習状況の

観察 

実技テスト 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


